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と
も
の
り

三
番
目
に
紹
介
す
る
坂
幽
玄
友
昇
の
家
系
は
、
「
官
医
家
譜
』
十
四
に

所
收
さ
れ
、
個
々
の
経
歴
や
『
寛
政
譜
」
（
第
五
、
二
六
七
～
八
頁
）
よ
り

詳
し
い
記
事
が
あ
り
、
そ
の
部
分
は
寛
政
六
年
よ
り
十
一
年
ま
で
で
あ

る
。
『
寛
政
譜
」
は
、
母
・
妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
事
が
あ
る
。

ゆ
う
げ
ん

初
代
寿
三
幽
玄
は
江
戸
幕
府
の
鍼
科
医
員
と
し
て
初
め
て
登
用
さ
れ

た
人
物
で
、
子
孫
は
明
治
に
な
る
ま
で
鍼
科
医
員
を
勤
め
た
由
緒
あ
る

家
系
で
あ
る
。源

姓

台
徳
院
殿
（
徳
川
秀
忠
）
御
代

坂
家
紋
三
シ
桔
梗

高
弐
百
俵

｜
し
ん
げ
ゞ
じ
よ
う
こ
§
こ
う
こ
§

ｒ
（
進
月
）
Ｉ
（
定
国
）
Ｉ
（
光
国
）
：

（
上
池
院
民
部
卿
）

く
ぷ
つ

じ
ゅ
う
蕊
つ

し
ぶ
つ

き
そ
う
麓
い
ゆ
う
か
ば
う

（
九
仏
）
Ｉ
（
十
仏
）
ｌ
壬
仏
）
ｊ
ｌ
樋
症
Ｉ
（
大
勇
）
ｌ
嘉
邦
）
ｌ

よ
り
も
と

｛
Ｉ
（
浄
快
吉
田
快
庵
頼
幹
祖
）

江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
九
）

ｌ
坂
山
家
の
「
官
医
家
譜
」
な
ど
（
三
）
Ｉ

秀
取
俊
光

き
ゅ
う
い
て
ん

言
↑
癌
《
鯉
嘩
雌
蕊
）

Ｆ
１
（
忠
存
）

（
山
城
国
に
住
し
て
、
鍼
治
の
医
を
業
と
す
る
）

じ
け
か
つ

Ｉ
（
重
勝
千
介
）
１
１

じ
ゆ
ん
さ
か
ん
せ
つ
お
う
と
う

げ
ん
し
ゅ
う

Ｉ
（
淳
己
竿
雪
応
島
を
称
す
）
Ｉ
（
元
間
立
雪

ち
ゆ
う
じ
ゆ
ん
し
ょ
う
が
ん
い
ん
ゆ
う
げ
ん

Ｉ
（
忠
順
勝
願
院
）
（
幽
玄
が
養
子
と
な
る
）

い
さ
く

き
ゅ
う
は
く

Ｉ
（
以
策
少
弐
法
眼
）
‐
４
１
（
久
伯
）

一
’
（
壁
睡

言
Ｉ
（
三
振
兄
弟
皆
鍼
治
を
業
と
す
る
）

源
頼
光
よ
り
出
土
岐
判
官
出
羽
守
光
信
五
男
坂
三
郎
光
角
十

七
代
之
後
胤
山
城
国
住
人
坂
千
介
重
勝
次
男

大
蔵
卿
寿
三
法
印
（
号
蒼
松
）

（
ゆ
う
げ
ん
）

ｌ
幽
玄
Ｉ

始
京
都
二
居
住
（
閑
字
）
禁
裡
（
寛
永
五
年
徳
川
家
光
瘡
疾
を
患
う
時

御
側
に
候
う
し
）
寛
永
七
年
御
用
勤
台
徳
院
殿
（
徳
川
秀
忠
）

御
不
例
之
節
被
召
出
御
療
治
被
仰
付
初
見
（
同
九
年
十
一
月

七
日
廩
米
三
百
俵
を
賜
う
）
同
十
四
年
（
よ
り
常
に
御
側
に
候
し
、

御
懇
の
仰
を
蒙
る
）
十
二
月
七
日
山
城
国
二
ｎ
五
百
石
賜
御
側

鍼
医
師
同
十
五
年
（
二
月
二
十
六
日
加
僧
あ
り
て
、
先
の
廩
米
を

采
地
に
改
め
ら
れ
て
、
山
城
国
の
内
に
お
い
て
五
百
石
を
賜
う
）
十

二
月
廿
七
（
晦
）
日
法
印
同
廿
一
（
正
徳
元
）
年
八
月
廿
二
日
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死
六
十
二
才
（
法
名
幽
玄
）
品
川
願
行
寺
二
葬
（
の
ち
代
々
葬
地

と
す
る
。
母
は
某
氏
が
女
）

昌
碩
法
橋

（
ち
ょ
う
じ
ゅ
）

Ｉ
長
寿寛

永
十
一
年
（
三
月
十
八
日
初
め
て
徳
川
家
光
に
拝
謁
す
る
）
八

月
七
日
法
橋
同
十
六
年
八
月
十
二
日
（
父
に
先
立
ち
て
）
死
三

拾
一
歳
（
法
名
長
寿
）
同
寺
二
葬
（
母
は
某
氏
が
女
）

寿
三
法
眼
春
也

（
ゆ
う
せ
い
）

ｌ
友
世寛

永
十
七
年
御
側
医
師
三
百
石
同
年
三
月
三
日
法
眼
（
四
月

三
日
初
め
て
徳
川
家
光
に
拝
謁
し
、
の
ち
御
側
に
候
し
、
八
月
三
日

廩
米
三
百
俵
を
賜
う
）
同
廿
一
（
正
保
元
）
年
八
月
（
九
月
朔
日
）

家
督
取
来
三
百
石
は
収
公
（
先
に
賜
う
廩
米
と
合
わ
せ
て
八
百

俵
。
正
保
二
年
十
二
月
二
十
六
日
廩
米
三
百
俵
を
采
地
に
改
め
）
正

保
四
年
八
月
廿
二
日
三
十
五
（
二
十
五
）
歳
（
法
名
友
世
）
同

寺
二
葬

げ
ん
し
ゅ
う

は
る
か

Ｉ
（
元
周
立
雪
坂
玄
春
春
芳
祖
、
鍼
科
よ
り
内
科
に
転
科
）

げ
ん
し
ゅ
う

Ｉ
（
女
子
元
周
が
妻
）

Ｉ
（
女
子
石
川
彦
四
郎
雅
次
が
妻
）

’
（
と
も
ま
さ
）
寿
三
法
橋
春
也

ｒ
友
正正

保
四
年
家
督
寄
合
（
十
二
月
二
十
三
日
父
が
勤
務
よ
か
ら
ざ

同

十
一
月
六
日
死
六
十
四
才
（
法
名
友
正
）
同
寺
二
葬
（
母
は
某
氏
一

が
女
）

蕊
識
零
零
＃
萱

友
章

（
友
英
友
之
助
源
次
郎
多
門
）

（
多
病
た
る
に
よ
り
家
督
に
足
ら
ず
。
の
ち
永
井
飛
騨
守
が
家
臣
と

な
る
）

元
禄
十
三
年
六
月
七
日
父
子
共
一
所
二
被
召
出
無
足
二
而
小
普

請
同
十
四
年
十
二
月
朔
日
（
徳
川
綱
吉
）
に
初
見
宝
永
七
年
九

月
十
六
日
御
扶
持
方
三
十
人
扶
持
御
鍼
医
師
延
享
元
年
八
月

三
日
隠
居
（
致
仕
）
宝
暦
二
年
九
月
廿
七
（
九
）
日
死
七
十
八

才
（
法
名
友
章
）
同
寺
二
葬
（
母
は
某
氏
が
女
、
妻
は
松
平
志
摩
守

家
臣
林
七
左
衛
門
某
が
女
）

と
も
ひ
で

る
事
あ
る
と
い
え
ど
も
、
祖
父
の
勤
労
を
思
し
召
さ
れ
、
遺
跡
の
内

五
百
石
を
賜
い
三
百
石
は
治
め
ら
れ
る
。
時
に
十
二
才
）
明
暦
元

年
六
月
廿
五
日
法
橋
元
禄
三
年
九
月
十
九
日
医
師
無
精
二
付

知
行
被
召
上
追
放
鎌
倉
二
居
住
同
五
年
十
九
（
九
）
日
江
戸
住

居
御
免
同
十
二
年
六
月
七
日
被
召
出
無
足
二
而
小
普
請
同
年

実
（
松
平
志
摩
守
家
臣
）
林
七
左
衛
門
某
次
男
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一

寿
三
（
寿
節
）

’
（
と
も
巻
だ
）

’
１
友
貞
ｌ

正
徳
五
年
十
二
月
十
二
日
弟
子
養
子
延
享
元
年
八
月
三
日
家

督
小
普
請
（
同
三
年
六
月
十
五
日
初
め
て
徳
川
家
重
に
拝
謁
し
）

宝
暦
二
年
七
月
廿
五
（
八
）
日
死
七
十
三
（
六
十
八
）
才
（
法

名
友
貞
）
同
寺
二
葬
（
妻
は
安
藤
対
馬
守
登
場
半
蔵
が
女
）

■■■
（
と
も
の
ぷ
）

友
信宝

暦
二
年
十
月
二
日
家
督
小
普
請
同
八
年
三
月
十
八
日
奥
御

医
師
同
十
一
年
八
月
四
日
御
本
丸
勤
明
和
元
年
閨
十
一
（
二
）

月
廿
二
日
法
眼
安
永
四
年
十
一
月
十
一
日
三
十
人
扶
持
之
処

弐
百
俵
二
被
替
下
寛
政
元
年
三
月
廿
九
日
死
六
十
八
歳
（
法
名

友
信
）
同
寺
二
葬
（
母
は
安
藤
対
馬
守
登
場
半
蔵
が
女
）

幽
玄
法
眼
寿
達
富
之
丞

（
と
も
の
り
）

友
昇安

永
四
年
四
月
六
日
（
徳
川
家
治
に
）
初
見
同
五
年
二
月
五

（
九
）
日
御
広
鋪
女
中
病
用
同
月
廿
二
日
西
丸
御
広
敷
女
中
病

用
同
七
年
八
月
十
四
日
奥
御
医
師
見
習
同
（
九
）
年
五
月
廿
一

日
奥
御
医
師
御
切
米
二
百
俵
（
時
に
三
十
二
才
）
天
明
五
年
十

二
月
十
八
日
法
眼
同
六
年
閨
十
月
七
日
父
死
同
高
寛
政
四
年

七
月
廿
三
（
十
三
）
日
（
拾
頭
）
若
君
（
竹
千
代
、
母
徳
川
家
斉
側
室

内
証
之
方
、
平
塚
氏
）
御
誕
生
御
用
金
壱
枚
同
五
年
五
月
廿
七

幽
玄
法
眼
岩
次
郎
春
也
寿
三

次
に
同
家
の
系
譜
を
『
医
家
播
翰
譜
」
一
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請

求
番
号
一
五
五
’
二
）
で
も
確
認
し
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
『
官
医
家
譜
」

や
『
寛
政
譜
」
に
比
べ
て
簡
単
な
記
載
で
あ
る
。

高
弐
百
俵
坂
玄
道
法
眼
（
某
）

坂
玄
道
（
某
）
か
家
は
坂
上
池
院
法
印
宗
仙
か
次
男
た
る
坂
寿
三
（
幽
玄
）

か
末
な
り
。
寿
三
（
幽
玄
）
は
針
術
を
以
て
世
に
鳴
る
か
故
に
寛
永
九

（
七
）
年
壬
申
十
一
月
七
日
初
て
需
頭
）
大
猷
公
（
徳
川
家
光
）
に
召
出
さ
れ

年
俸
三
百
俵
を
下
さ
れ
、
（
同
十
四
年
十
二
月
七
日
山
城
国
二
而
五
百
石
賜
御

と
も
な
お

１
（
友
尚

と
も
ひ
さ

’
（
友
久

な
お
お
き

’
（
直
置

と
も
ち
か

Ｉ
（
友
近 日

（
拾
頭
）
敏
次
郎
殿
（
徳
川
家
慶
）
御
誕
生
御
用
縮
緬
弐
巻
同
七

年
十
二
月
（
十
）
廿
九
日
敬
之
助
殿
（
母
徳
川
家
斉
側
室
お
敬
之

方
、
水
野
氏
）
御
誕
生
御
用
同
断
弐
巻
同
八
年
御
台
所
（
徳

川
家
斉
正
室
皇
子
、
島
津
重
豪
女
）
御
産
御
用
銀
十
枚
同
年
（
七

月
十
一
日
）
八
月
二
日
綾
姫
君
（
母
徳
川
家
斉
側
室
お
万
之

方
、
平
塚
氏
）
御
誕
生
御
用
縮
緬
弐
巻
同
十
年
（
二
月
晦
日
）

四
月
二
日
豊
三
郎
殿
（
母
徳
川
家
斉
側
室
お
敬
之
方
、
水
野

氏
）
御
誕
生
御
用
紗
綾
弐
巻
同
十
一
年
十
二
月
廿
一
日
尾
張

大
納
言
殿
御
病
中
昼
夜
詰
切
御
療
用
仕
へ
き
よ
し
被
仰
付

（
母
は
某
氏
が
女
、
妻
は
河
野
松
庵
通
久
が
女
）

新
十
郎
春
達
母
は
河
野
松
庵
通
久
が
女
）

専
吉
）

栄
五
郎
神
谷
忠
右
衛
門
直
方
が
養
子
）

栄
蔵
）
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側
鍼
医
師
同
十
五
年
十
二
月
廿
七
日
法
印
同
廿
一
年
八
月
廿
二
日
死
）
正
保

二
年
乙
酉
の
冬
十
二
月
十
九
日
御
加
増
三
百
俵
。
其
子
坂
真
庵
寿
三
（
友

正
）
父
の
遺
跡
五
百
石
を
継
て
厳
有
公
（
徳
川
家
綱
）
に
仕
ふ
奉
り

し
か
、
元
禄
三
年
庚
辛
の
秋
九
月
十
九
日
常
々
家
業
を
務
む
る
の
事
な

し
か
、
同
し
召
に
背
き
其
罪
を
以
て
五
百
石
を
召
上
ら
れ
江
戸
十
里
四

方
を
追
逐
せ
ら
る
。
同
十
三
年
庚
寅
六
月
七
日
御
赦
免
に
て
、

近
々
に
ふ
た
畠
ひ
（
徳
川
綱
吉
に
）
謁
見
し
せ
し
む
べ
き
を
、
秋
元

但
馬
守
伝
へ
ら
れ
し
か
、
程
な
く
死
去
し
、
其
子
坂
春
也
（
友
章
）
、
父

の
寿
三
と
改
め
、
宝
永
七
年
庚
寅
の
九
月
六
日
に
召
出
さ
れ
、
月
俸

三
十
口
を
下
だ
さ
れ
、
小
普
請
組
と
成
。
延
享
元
年
甲
子
の
秋
八
月
三

日
に
七
拾
才
に
し
て
隠
居
せ
り
。
其
養
子
坂
寿
庵
（
友
貞
）
家
督
を
継
、

正
徳
五
年
十
二
月
十
二
日
弟
子
養
子
、
延
享
元
年
八
月
三
日
家
督
小
普

請
、
宝
暦
月
俸
三
十
口
を
承
継
し
、
小
普
請
組
内
藤
越
前
守
組
に
入
る
。

其
嗣
坂
幽
仙
（
友
信
）
凌
明
院
（
徳
川
家
治
）
の
御
時
に
奥
御
鍼
医

を
務
む
。
故
に
法
眼
に
叙
せ
ら
る
。

『
武
鑑
」
天
和
元
年
（
一
六
八
二
に
は
、

（
御
針
立
）

八
百
石

と
あ
り
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
は
、

（
御
針
立
）

八
百
石

と
あ
り
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
は
、

（
御
針
科
御
番
料
百
俵
）

坂
寿
三
（
友
世
）

坂
寿
三
（
友
世
）

坂
幽
玄
（
友
信
）

と
あ
り
、
安
永
二
年
二
七
七
三
）
に
は
、

（
御
鍼
科
）

坂
幽
玄
（
友
信
）

（
７
）

と
あ
る
。
文
化
八
年
二
八
二
）
六
月
禄
『
官
医
分
限
張
」
に
は
、

高
弐
百
俵
針
坂
春
達

（
８
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
文
政
度
（
一
八
一
八
～
一
八
二
九
）
「
官
医
分
限
」
に
は
、

鍼
一
同
（
弐
百
俵
）
坂
玄
道

と
あ
る
。

本
家
系
は
、
こ
れ
ま
で
の
坂
家
と
違
い
、
給
料
の
変
遷
が
複
雑
で
あ

る
。
初
代
幽
玄
が
寛
永
九
年
十
一
月
七
日
に
三
○
○
俵
を
下
賜
さ
れ
、

同
一
四
年
十
二
月
七
日
に
山
城
国
内
に
五
○
○
石
と
な
り
、
二
代
友
世

が
寛
永
十
七
年
八
月
三
日
に
三
○
○
俵
の
加
増
が
あ
り
、
正
保
元
年
九

月
一
日
に
家
督
を
継
ぐ
際
に
三
○
○
俵
も
領
地
と
な
り
合
わ
せ
て
八
○

○
石
に
な
っ
た
。
八
○
○
石
の
土
地
が
ど
こ
か
知
り
た
い
が
不
明
で
あ

る
。
三
代
友
正
は
、
正
保
四
年
十
二
月
二
十
三
日
に
不
備
な
こ
と
が
あ

り
八
○
○
石
よ
り
五
○
○
石
に
減
ら
さ
れ
、
元
禄
三
年
九
月
十
九
日
に

五
代
将
軍
綱
吉
が
医
師
の
勤
務
評
定
を
行
い
怠
慢
な
者
が
追
放
さ
れ
る

は
る
か

事
件
が
起
き
た
。
そ
の
中
に
三
代
友
正
や
次
に
紹
介
す
る
坂
玄
舂
春
芳

も
と
よ
し

（
ｕ
）

家
の
二
代
元
歓
が
含
ま
れ
て
い
た
。
元
禄
十
三
年
六
月
七
日
に
は
四
代

と
も
あ
き
ら

友
章
と
共
に
召
し
返
さ
れ
た
。
友
章
は
、
宝
永
七
年
九
月
十
六
日
に
三

十
人
扶
持
と
な
り
、
五
代
友
信
が
安
永
四
年
十
一
月
十
一
日
に
弐
百
俵

を
賜
い
幕
末
に
至
る
。

『
旗
本
事
典
」
二
九
頁
）
に
次
の
記
載
が
あ
る
。



日本医史学雑誌第46巻第2号(200())259

項
目
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

ゆ
う
げ
ん
ほ
う
げ
ん
と
も
の
り

し
ゅ
ん
た
つ

名
前
坂
幽
玄
法
眼
友
昇
坂
春
達

禄
高
二
百
俵
二
百
俵

知
行
地
ｌ

本
国
山
城

本
姓
源
義
光
土
岐
流

番
役
筋
（
医
家
）

勤
仕
時
（
猷
廟
）

（
大
猷
院
徳
川
家
光
代
寛
永
五
年
）

家
紋
三
桔
梗

年
令
末
四
十
二

役
職
奥
医
師

寺
（
品
川
願
行
寺
）

屋
敷
表
六
番
町
住
表
六
番
町

町
屋
敷
麹
町
山
元
町

屋
敷
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
前
の
延
宝
年
中
（
一
六
七
三
～
八
一
）
に

神
田
橋
御
門
外
（
千
代
田
区
神
田
錦
町
二
・
三
丁
目
）
に
図
の
上
（
南
）
中

央
に
屋
敷
が
あ
り
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
に
は
「
右
八
人
上
ヶ
屋
敷

知
足
院
」
と
あ
り
坂
寿
三
等
八
人
の
屋
敷
が
知
足
院
（
の
ち
誰
持
院
）
の

（
Ｆ
Ｄ
）

敷
地
と
な
っ
た
（
図
４
．
５
参
照
）
。
知
足
院
は
、
隆
光
僧
正
（
一
六
四
九

（
４
）

～
一
七
二
四
年
）
の
住
持
し
た
寺
院
で
あ
っ
た
。

は
る
か

四
番
目
に
紹
介
す
る
坂
玄
春
春
芳
の
家
系
は
、
『
官
医
家
譜
」
十
四
に

所
收
さ
れ
、
「
寛
政
譜
」
（
第
五
、
二
六
八
～
九
頁
）
と
比
べ
て
個
々
の
経

歴
に
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
「
寛
政
譜
」
に
は
母
・
妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法

Ｆ
逼
彫
Ｉ
（
定
国
）
１
（
光
国
）

腋
し
よ
ロ
フ
こ
ノ
、

こ
追
う
こ
ノ
、

｢丁一 FFn 名
等
の
記
事
が
あ
る
。

げ
ん
し
ゅ

本
家
系
は
、
他
の
三
家
と
違
っ
て
少
し
複
雑
で
、
初
代
元
周
は
鍼
科

も
と
よ
し

の
医
員
を
勤
め
た
が
、
二
代
目
元
歓
の
時
に
願
い
に
よ
り
内
科
に
転
科

し
、
子
孫
も
代
々
内
科
の
医
師
と
し
て
明
治
を
迎
え
た
。

源
姓

大
猷
院
殿
（
徳
川
家
光
）
御
代

坂
家
紋
三
シ
桔
梗

高
弐
拾
人
扶
持

〃
、
蕊
つ

じ
ゆ
う
ぶ
つ

し
ぶ
つ

き
そ
う
だ
い
ゆ
う
か
ば
う

ｌ
（
忠
存
法
常
坊
勝
顕
院
法
印
）

へ

:貴書
息祐’
ん

一
九
仏
Ｔ
《
十
仏
Ｉ
士
仏
）
１
口
鰐
Ｉ
薩
腿
鱸
）

よ
り
も
と

し
げ
か
つ
さ
か
せ
ん
す
け

（
重
勝
坂
千
介
）
Ｉ

じ
ゅ
ん
き
お
う
と
う
か
ん
せ
つ

（
淳
己
号
応
嶋
竿
雪
）

ち
ゅ
う
じ
ゅ
ん
し
ょ
う
が
ん
い
ん

（
忠
順
勝
願
院
）

い
さ
く

（
以
策

ゆ
う
げ
ん

（
幽
玄

／ー、

蕊
ほ
う
げ
ん
し
よ
う
に

法
眼
少
弐
）

大
蔵
卿
寿
三
法
印
）

民
部
卿
）

坂
上
池
院
家
先
祖
）

」 |L
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廼
室
羊
中

（
一
六
Ｌ
三
～
一

畷
神
田

図4延宝年中（1673～68)。神田橋門外の図。（『江戸城下変遷絵図集j第2巻、

137頁）
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fJ

図5貞亨五年(1688)。神田橋門外の図。（｢江戸城下変遷絵図集』第2巻、139

頁）
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も
と
ま
さ

Ｉ
（
元
正
三
益
）

（
寛
文
三
年
三
月
二
十
三
日
初
め
て
徳
川
家
綱
に
拝
謁
し
、
の
ち
父

に
先
立
ち
て
死
す
）

Ｉ
（
女
子
井
伊
掃
部
頭
家
臣
山
角
利
左
衛
門
某
が
妻
）

ち
よ
口
つ
じ

Ｉ
（
長
寿
昌
碩
法
橋
）

ゆ
う
せ
い

と
も
の
り

Ｉ
（
友
世
坂
幽
玄
友
昇
祖
、
鍼
科
医
員
）

大
蔵
卿
寿
三
法
印
幽
玄
三
男

坂
千
助
重
勝
弟

実
応
島
竿
雪
淳
己
惣
領

一
工
幸
三

（
げ
ん
し
ゅ
う
）

ｌ
元
周聟

養
子
次
男
（
三
男
、
鍼
治
を
業
と
し
）
慶
安
二
年
二
月
（
徳
川

家
光
に
召
さ
れ
て
）
新
規
御
側
医
師
三
百
俵
寛
文
三
年
四
月

（
徳
川
家
綱
の
）
日
光
御
供
延
宝
八
年
大
奥
御
鍼
医
師
（
貞
享
元

年
八
月
二
十
六
日
向
後
召
さ
る
る
時
は
大
奥
並
び
に
三
丸
に
伺
候

す
る
べ
き
旨
の
仰
せ
あ
り
。
貞
享
二
年
十
二
月
十
二
日
）
貞
享
三

年
十
二
月
十
一
日
隠
居
元
禄
三
年
四
月
朔
日
死
八
十
四
才

（
法
名
了
徹
）
浅
草
法
福
寺
二
葬
（
代
々
葬
地
と
す
る
。
母
は
某
氏

が
女
。
妻
は
坂
幽
玄
が
女
）

げ
ん
し
ゅ
う

Ｉ
（
女
子
元
周
が
妻
）

Ｉ
（
女
子
石
川
彦
四
郎
雅
次
が
妻
）

’
１
（
女
子
石
川
佐
左
衛
門
浄
次
が
妻
）

井
伊
掃
部
頭
家
来

実
山
角
利
左
衛
門
某
惣
領

（
も
と
よ
し
）
寿
庵

ｌ
元
歓

（
き
よ
は
る
）
春
見

ｌ
情
春養

子
元
文
三
年
十
二
月
四
日
家
督
小
普
請
延
享
三
年
（
六
月

十
五
日
徳
川
家
重
に
）
初
見
宝
暦
八
年
八
月
十
八
日
死
五
十
五

才
（
六
）
才
（
法
名
玄
龍
）
同
寺
二
葬
（
母
は
鵜
殿
甚
五
兵
衛
重

儀
が
女
。
妻
関
戸
庄
太
夫
重
行
女
）

あ
っ
た
か

１
（
敦
隆
万
次
郎
彦
四
郎
石
川
三
次
郎
次
久
が
養
子
）

ｌ
（
某
立
雪
父
に
先
立
ち
て
死
す
）

実
小
島
円
斎
某
次
男

養
子
（
延
宝
五
年
二
月
二
十
一
日
初
め
て
徳
川
家
綱
に
拝
謁
す

る
。
時
に
十
四
才
。
貞
享
二
年
十
二
月
十
二
日
）
貞
享
三
年
十
二

月
十
一
日
家
督
御
側
医
師
元
禄
三
年
九
月
十
九
日
家
業
無
精

二
付
三
百
俵
被
召
上
追
放
同
五
年
五
月
十
九
日
御
免
同
十

三
年
六
月
七
日
被
召
出
普
請
同
年
十
一
月
廿
一
日
（
諸
い
て
）

本
道
可
勤
由
被
仰
付
同
十
四
年
十
二
月
朔
日
御
目
見
宝
永
七

年
九
月
十
六
日
御
扶
持
方
弐
拾
人
扶
持
元
文
三
年
九
月
十
三

げ
ん
し
ゅ
う

日
死
七
十
五
才
（
法
名
宗
円
）
同
寺
二
葬
（
母
は
坂
元
周
が
女
）
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｢丁一 ｜
玄
春

ｒ
毒
謹
Ｉ

町
医
師

実
橋
本
昌
益
武
直
惣
領

昌
郁

（
た
け
は
る
）

ｌ
武
春養

子
天
明
二
年
七
月
廿
七
日
家
督
小
普
請
同
六
年
六
月
十
二

日
死
三
十
九
才
（
法
名
道
瑛
）
同
寺
二
葬
（
母
は
一
場
藤
右
衛
門

正
信
が
女
）

｜’
（
は
る
み
ね
）
春
見

春
峯宝

暦
八
年
十
一
月
四
日
家
督
小
普
請
天
明
二
年
六
月
廿
四
Ｈ
（
七

月
二
十
七
日
）
隠
居
同
七
年
十
月
十
一
日
死
五
十
四
才
（
法
名
知

空
）
同
寺
二
葬
（
母
は
関
戸
庄
太
夫
重
行
が
女
）

ひ
き
雌
る

（
久
春
文
五
郎
）

（
藤
井
金
次
朗
某
が
養
子
、
の
ち
病
に
よ
り
父
が
も
と
に
帰
る
）

（
女
子
）

（
女
子
）

（
某
才
吉
母
は
岡
村
氏
が
女
）

（
女
子
） 天

明
六
年
九
月
四
日
家
督
（
時
に
十
九
才
、
母
は
浅
井
氏
が
女
）

次
に
同
家
の
系
譜
を
『
医
家
藩
翰
譜
」
一
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請

求
番
号
一
五
五
’
二
）
で
も
確
認
し
て
み
よ
う
。
『
官
医
家
譜
」
や
『
寛

も
と
よ
し

政
譜
」
に
比
べ
て
、
全
体
の
記
載
は
簡
単
で
あ
る
が
、
二
代
目
元
歓
の

記
事
は
鍼
科
よ
り
内
科
に
転
科
し
た
様
子
が
リ
ア
ル
で
興
味
深
い
。

高
三
十
人
扶
持
坂
玄
節
（
某
）

坂
寿
三
（
幽
玄
）
か
分
流
に
し
て
針
医
を
業
と
し
、
語
頭
）
厳
有
公
（
徳
川

家
綱
）
に
召
出
さ
れ
御
針
医
を
命
せ
ら
れ
、
年
俸
三
百
俵
を
給
ふ
。
是
を

げ
ん
し
ゅ
う

も
と
ま
さ

坂
立
雪
（
元
周
）
と
い
ふ
。
其
子
坂
立
庵
（
元
正
）
は
寛
文
三
年
庚
卯
の

三
月
廿
三
日
初
て
（
徳
川
家
綱
に
）
謁
見
し
奉
り
け
る
か
、
父
よ
り
先

も
と
よ
し

に
死
去
し
、
次
男
坂
寿
庵
（
元
歓
）
嗣
子
と
な
り
、
延
宝
五
年
丁
巳
の
二

月
十
九
日
初
め
て
大
樹
（
将
軍
徳
川
家
綱
）
に
謁
見
し
奉
り
、
御
薬

げ
ん
し
ゅ
う

を
献
し
、
貞
享
二
年
乙
丑
の
冬
十
二
月
十
二
日
父
立
雪
（
元
周
）
か
家
督

を
俸
米
三
百
俵
を
承
継
し
て
、
家
督
を
っ
と
む
の
心
な
く
、
此
事
上
間

に
達
し
け
れ
ハ
、
元
禄
三
年
庚
午
の
九
月
十
九
日
十
九
人
一
同
に
俸
米

を
召
上
ら
れ
、
江
戸
拾
里
四
方
を
追
放
せ
ら
る
鼻
に
依
て
、
他
境
に
引

篭
り
田
舎
に
お
ゐ
て
業
を
度
々
精
神
を
こ
ら
し
け
る
間
に
、
十
余
年
の

星
霜
を
経
た
り
。
然
る
に
元
禄
十
三
年
庚
辰
六
月
七
日
御
赦
免
に
て

近
々
に
（
平
出
）
（
徳
川
綱
吉
に
）
謁
見
せ
し
む
へ
し
旨
を
御
老
中
秋
元
但
馬

守
伝
へ
ら
れ
け
り
。
同
十
四
年
辛
巳
十
二
年
朔
日
初
て
（
平
出
）
柳
営
に
召

さ
れ
濡
頭
）
憲
廟
（
常
憲
院
徳
川
綱
吉
）
に
拝
謁
し
奉
り
ぬ
。
宝
永
七
年
庚

寅
の
秋
九
月
十
六
日
昭
廟
（
文
昭
院
徳
川
家
宣
）
の
期
に
召
出
さ
れ
月

俸
二
十
口
を
下
さ
れ
、
小
普
請
大
久
保
淡
路
守
か
組
に
て
せ
し
か
、
正

き
よ
は
る

徳
二
年
壬
辰
に
死
去
せ
り
。
其
子
坂
玄
益
（
清
春
力
）
正
徳
二
年
壬
辰
の

八
月
廿
七
日
に
父
寿
仙
か
遺
跡
を
継
て
年
俸
二
十
口
を
相
継
し
て
小
普



日本医史学雑誌第46巻第2号(2000) 264

請
組
大
久
保
淡
路
守
か
組
と
な
る
。

『
武
鑑
」
を
見
て
行
く
と
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
は
、

（
御
針
立
）

三
百
俵

ら
う
そ
く
丁
（
臘
燭
町
）
坂
立
雪

と
あ
り
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
は
、

（
御
針
立
）

三
百
俵
坂
立
雪
（
立
雪
力
）

子

同
寿
庵

と
あ
り
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
三
年
（
一
六
八
三
）
も
同
じ
く
、

（
御
針
立
）

三
百
俵
坂
立
雪
（
立
雪
力
）

子
同
寿
庵

と
あ
り
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は
、

（
御
針
立
）

三
百
俵
坂
立
雪

と
あ
り
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）
に
は
、

（
御
針
医
師
）

坂
寿
庵

と
あ
る
。
「
旗
本
事
典
」
に
記
載
は
な
い
。
文
化
八
年
（
一
八
二
）
六

（
７
）

月
禄
『
官
医
分
限
帳
」
に
、

高
弐
拾
人
ふ
ち
（
扶
持
）

（
８
）

と
あ
り
、
文
政
度
（
一
八
一
八
～
一
八
二
九
）
「
官
医
分
限
」
に
は
、

一
弐
十
人
扶
持
坂
立
節

と
あ
る
。

最
後
に
『
徳
川
実
記
』
・
『
続
徳
川
実
記
』
か
ら
坂
家
の
事
績
を
拾
っ

て
み
る
。
た
だ
し
、
『
徳
川
実
記
」
第
一
編
～
第
十
編
は
①
～
⑩
で
、
「
続

徳
川
実
記
」
第
一
編
～
第
五
編
は
⑪
～
⑮
で
示
し
た
。

１
、
坂
上
池
院
家
目
録

宗
催
・
宗
仙
（
民
部
卿
、
洞
庵
、
洞
．
、
京
医
、
医
員
、
法
印
）
駿

府
に
参
着
・
家
康
拝
謁
①
四
七
○
、
秀
忠
近
侍
仰
・
家
伝
蘇

合
円
調
進
①
四
七
一
、
死
②
一
六
二
／
②
一
四
二

桂
厳
（
玄
昌
、
洞
庵
子
、
宗
仙
子
、
医
官
）
秀
忠
初
見
②
一
四
二
、

跡
目
②
一
六
二
、
死
②
三
○
一

宗
説
（
宗
悦
、
上
池
院
、
桂
厳
弟
、
医
員
、
医
官
、
奥
医
）
跡
目

②
三
○
一
、
秀
忠
・
家
光
初
見
②
三
三
一
、
家
法
奇
薬
献
上

③
一
三
○
、
家
光
養
生
術
下
問
③
一
三
○
、
年
例
薬
献
上
③

一
三
七
、
薬
園
薬
材
下
賜
③
二
七
九
、
亀
松
治
療
会
議
③
四

九
三
、
長
松
治
療
③
四
九
三
、
西
丸
大
奥
法
度
（
病
者
あ
る
時

は
庖
所
伺
候
）
③
六
六
○
、
家
綱
灸
治
賞
③
六
八
五
／
③
四
四

七
、
宝
樹
院
治
療
④
二
八
、
奥
庖
所
伺
候
④
三
二
、
六
三
、

六
七
、
家
綱
庖
瘡
治
療
賞
④
一
七
六
、
千
代
姫
出
産
賞
④
二

○
一
、
病
免
④
二
九
○
、
大
奥
令
条
（
奥
庖
所
迄
伺
候
）
④
三

二
六
、
本
理
院
（
家
光
夫
人
）
条
約
（
庖
所
迄
伺
候
）
④
三
六
七

宗
純
（
上
池
院
、
側
医
、
奥
医
、
法
印
、
医
員
）
法
印
④
四
八
八
、

医
学
研
究
褒
詞
④
六
一
八
、
女
房
岡
野
よ
り
姪
に
分
地
⑤
二

五
○
、
側
医
⑤
二
五
九
、
大
奥
治
療
⑤
五
五
四
、
家
綱
霊
枢
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供
奉
⑤
三
五
八
、
大
奥
治
療
⑤
五
五
四

某
（
上
池
院
、
小
普
請
医
）
番
医
⑪
七
八
四
、
家
斎
日
光
参
詣

陪
侍
⑫
九
三
、
小
普
請
⑫
八
一
六

む
ね
ゆ
き

２
、
坂
真
庵
宗
之
家
目
録

寿
仙
（
三
益
、
宗
説
弟
、
上
池
院
家
分
家
）
家
光
初
見
③
四
四
七
、

加
僧
③
六
三
一

宗
真
（
実
庵
、
宗
純
弟
、
表
医
、
医
員
）
女
房
岡
野
市
井
賜
地
を

姪
に
下
賜
⑤
二
五
○
、
奥
日
録
管
掌
⑤
四
九
一
、
毎
日
土
圭

間
伺
候
・
朝
会
外
様
医
員
同
席
⑤
四
九
三
、
改
称
⑤
五
○
三
、

日
記
役
免
・
表
医
⑤
六
○
二

と
も
の
り

３
、
坂
幽
玄
友
昇
家
目
録

寿
三
（
幽
玄
、
大
蔵
卿
、
鍼
医
、
京
医
、
奥
医
、
法
印
、
医
員
）
家

光
初
見
②
四
三
九
、
京
よ
り
召
出
・
秀
忠
治
療
②
五
○
一
、

廩
米
②
五
七
三
、
家
光
治
療
②
六
一
○
、
家
光
治
療
賞
②
六

二
一
／
②
六
二
七
、
御
前
伺
候
③
四
九
、
家
光
診
脈
③
五
四
、

召
出
・
奥
医
③
七
八
、
家
光
治
療
賞
・
加
僧
③
九
一
、
法
印

③
一
二
三
、
家
綱
平
癒
行
水
祝
③
二
四
八
、
松
平
（
前
田
）
飛

騨
守
利
治
治
療
③
三
一
四
、
天
海
大
僧
正
治
療
③
三
二
三
、

松
平
頼
宣
治
療
③
三
三
六
、
次
郎
君
（
綱
重
）
③
三
五
七
、
死

③
三
六
七
、
加
僧
・
廩
米
を
采
邑
に
③
四
二
五
、
兼
て
ま
め

や
か
に
奉
仕
③
五
二
／
③
二
○
一

某
（
以
策
、
京
医
、
医
員
）
家
光
初
見
③
一
五
九
、
上
洛
・
禁

中
医
官
少
数
③
一
九
○

松
碩
（
長
寿
、
幽
玄
子
）
家
光
初
見
②
六
二
七

友
世
（
春
也
、
寿
三
、
幽
玄
子
、
針
医
、
医
員
）
新
に
廩
米
③
二

○
一
、
次
郎
君
（
綱
重
）
③
三
五
七
、
跡
目
③
三
六
七
、
松
平

伊
予
守
忠
昌
治
療
③
三
九
六
、
亀
松
灸
治
・
疲
労
重
③
四
九

三
、
死
③
五
二

友
正
（
舂
也
、
友
世
子
、
寿
三
、
幽
玄
、
法
橋
、
鍼
医
、
医
員
）
家

綱
平
癒
行
水
祝
③
二
四
八
、
減
封
・
跡
目
③
五
三
、
家
綱

中
剃
始
祝
下
賜
③
五
二
二
、
法
橋
④
一
四
七
、
家
綱
初
見
④

一
五
九
、
知
足
院
構
造
宅
地
転
換
費
用
下
賜
⑥
五
、
医
業
怠

慢
・
廩
米
宅
地
収
公
・
十
里
四
方
追
放
⑥
八
四
、
家
綱
十
三

回
忌
恩
赦
・
江
戸
住
居
⑥
一
四
○
、
本
理
院
（
家
光
夫
人
）
廿

七
回
忌
法
会
恩
赦
。
近
日
綱
吉
拝
謁
⑥
四
○
八
、

友
章
（
友
正
子
、
春
也
、
寿
三
、
医
員
）
綱
吉
拝
謁
⑥
四
○
八
、

本
理
院
（
家
光
夫
人
）
廿
七
回
忌
法
会
恩
赦
。
近
日
月
俸
⑦
一

友
信
（
寿
三
、
鍼
科
、
本
城
奥
医
、
奥
医
）
本
城
奥
医
⑩
五
七
／

⑩
五
八
○
、
六
二
九

友
昇
（
友
信
子
、
針
医
、
春
達
、
幽
元
、
奥
医
見
習
、
奥
医
、
法
眼
）

奥
医
見
習
⑩
五
八
○
、
召
出
・
奥
医
⑩
六
二
九
、
法
眼
⑩
七

八
八
、
若
君
七
夜
祝
⑪
一
九
○

春
達
（
寄
合
医
、
奥
医
、
法
眼
）
奥
医
⑪
六
七
○
、
法
眼
⑪
七

八
○

宗
之
（
真
庵
、
小
普
請
医
、
番
医
、
峯
姫
附
医
、
奥
詰
医
、
淑
姫
附

医
）
奥
詰
⑪
四
五
九
、
小
普
請
⑪
五
二
二
、
峯
姫
附
⑪
七
二

八
、
奥
詰
⑪
七
三
七
、
淑
姫
附
⑪
七
八
八
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某
（
立
節
、
小
普
請
医
、

番
医
⑫
三
七
、
老
缶

某
（
昌
安
、
尚
安
、
立
帯

出
⑫
四
七
九
、
跡
曰

二
、
奥
詰
⑭
二
六
、

坂
上
池
院
宗
悦
↓
編

坂
寿
三
幽
玄
↓
編

某
（
春
達
、
法
眼
）
法
眼
⑫
三
九
四

は
る
か

４
、
坂
玄
春
春
芳
家
目
録

元
周
（
立
雪
、
井
伊
掃
部
頭
直
孝
藩
医
、
針
医
）
召
出
③
六
三
二
、

家
光
治
療
賞
③
六
四
六
、
家
光
鍼
治
③
六
六
九
、
酒
井
雅
楽

頭
忠
清
差
添
④
三
六
三
、
家
綱
日
光
参
詣
供
奉
④
四
四
六
、

大
奥
・
三
丸
治
療
⑤
五
二
○

元
歓
（
寿
庵
、
医
員
）
医
業
怠
慢
・
廩
米
宅
地
収
公
・
十
里
四

方
追
放
⑥
八
四
、
家
綱
一
三
回
忌
恩
赦
・
江
戸
住
居
許
⑥
一

四
○
、
本
理
院
（
家
光
夫
人
）
廿
七
回
忌
法
会
恩
赦
．
近
日
綱

吉
拝
謁
⑥
四
○
八
、
月
俸
⑦
一
二
二

某
（
玄
養
、
小
普
請
医
）
致
仕
⑪
七
三
八

某
（
東
鴻
、
玄
養
養
子
）
跡
目
⑪
七
三
八

某
（
立
節
、
小
普
請
医
、
番
医
、
寄
合
医
）

番
医
⑫
三
七
、
老
免
⑫
六
七
九
／
⑫
四
七
九
、
六
八
七

某
（
昌
安
、
尚
安
、
立
節
養
子
、
番
医
、
寄
合
医
、
奥
詰
医
）
召

出
⑫
四
七
九
、
跡
目
⑫
六
八
七
、
医
学
館
世
話
役
手
伝
⑬
九

某
（
真
庵
、
蹄

某
（
三
益
、
圭

某
（
真
庵
、
碕

某
（
実
庵
、
宮

⑫
五
一
○

最奥真奥
壬壜箪壜

、

坂
宗
悦
を
見
よ
。

坂
寿
三
・
友
正
を
見
よ
。

／
⑫
一
九
七

番
医
）
召
出
⑫
一
九
七

致
仕
⑫
四
八
七

番
医
、
奥
詰
医
）
跡
目
⑫
四
八
七
、
奥
詰

付
記

シ
リ
ー
ズ
六
・
七
・
八
・
九
で
紹
介
し
た
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
所

蔵
「
官
医
家
譜
」
の
使
用
に
際
し
、
北
里
研
究
所
付
属
東
洋
医
学
総
合

研
究
所
医
史
文
献
研
究
室
に
便
宜
を
い
た
だ
い
た
。
紙
面
を
も
っ
て
謝

辞
を
申
し
上
げ
る
。

（
群
馬
県
立
盲
学
校
教
諭
）

参
考
文
献
・
注

（
Ⅱ
）
中
西
淳
朗
「
徳
川
綱
吉
の
行
っ
た
医
官
に
対
す
る
勤
務
評
定
」
言
日

本
医
史
学
雑
誌
」
三
十
九
巻
一
号
、
四
六
～
四
八
頁
、
一
九
九
三
年
）
を
参

昭
恰


